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員化石を中心とした海洋古生態学への遣

①

紺色はすん想海もあれば泥水といいたいような灰色

1ζ近い水亀の海もある出潮干狩を楽しむ遠浅で五㎞も

黛㎞も潮が引く海もあれば白砂脅松の砂浜にパラソル

を並べて海水浴を楽しん芯砂嚢ットを浮かべたりする

海もあり渉るいは断崖絶壁に波がしぶ慧をあげる海

岸もある｡時はは荒波が立って水泳カ壌土紀なる海も

あればさざなみLか立たない海もある.あるいは

またヤシの木彫を水面にうつす海もあればシロクマ

凄花はペンギンがわカ麦もの顔に泳ぎ塞わる海もある,

さらぽまたフ吻が海水浴客を襲う被害をよく聞く海も

あれば高潮が襲来する海もある.海といっても種寿雑

多な環境があり地質時代1べ幾多の環境があったはず

である皿

品川の海はテムズ卿ぽ通ずといって禺防を強調した

人がいたポ品川からテムズ河までの間にはいろいろ

の物理的1化学的･生物学的在環境を通過しなければ行

きつけ枚い.陸上に草原あり森林あり砂漠あり

といったように海にも種々の環境がある.砦樵に波

が当ってはくだけまた当ってはくだける所もあ9あ

るいは港の外では波が立つのに港内は静穏そのもの

ということもある曲サンゴ礁がよく発達した所ある

いは一年中氷で鎖ざされた所マング灘一ブの密林の

下に上げ潮の時水面に没する所種々の環境を観察した

結果から生物と環境との関係を知りそれを利用して

地質時代の環境を明らかにするにはどのような点を注意

したらよいかにっいて述べる｡

大山桂

外洋水の水塊と粉岸水の水塊

伊豆大島に船で行ったことのある者蜜淀は禰行機

で黒潮の上空を擢ん花ことのある者は東京湾その他岸

近くの灰亀凄たは水色の海とか在りほっきり相異する

ことは気付く｡黒潮とその外側とは外洋水である

が東京湾扱どの岸に近い水色ないし灰色の海を沿岸水

と称する｡

琳浮氷黒潮は沿岸水と違って澄んでいる.澄

んでいるζとは透明度が高いことであるが透明度と

は白い円板を舟から墾らせて見えなく在るまでの深度

をいうから深くまでみえるところつまり澄ん症とこ

ろでは透明度の値が高くなるはずである.逆に濁っ

て浅い所業でしか円板が見え抜ければその値は小さく

なる.沿樟水は黒潮ほどすんでい狂いので透明度が

低いがζれはプランクトン(浮癖生物)漢施は他

の不純物で濁るからである.晴の目ぼ青空がみえ曇

の買凄たは砂ぼこりが風で舞い上った時に青空カミみえな

いことぽ似たことカミ海の串熔も務蕃鎧恩免はよい.

黒潮を青空にたとえ沿岸水蜜雲側驚りの多い目にた

あ免ればよく解る.

黒潮は夏でも冬でも1年即透明騰淋高いが黒潮

に比べて親潮には季節変化がある.券はなれば瞭結し

た氷淋とけて流氷が流れだす.氷の周麗の海水は空

気に暖められその結果氷をとかす岨海水でも4℃

の近くが最も比箆が重いので氷ををかした海水カミ4℃

写真⑩穣子騒熊欝の海水浴場(圏箕櫓舎前)外洋泳⑳艦欝す篭ところに海

水浴揚が多い

写輿⑳潮干猪1こ行く海藻(船禰ヘル渓食ン夢一舗)沿岸水が発

達するところに潮干狩が符柱われる�
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地物プランクト

枇物ブランクト

篤又図食物連鎖のどラミッ斥害敵と餌の数は等比級数に底

ることか普通である

の近くに怒ると対流を生じて深い所に移動する｡こ

の現象は氷が全く溶けてしまう凄で続く｡対流を生

ずれば深い所にあった水がわき上る,深い所の水

には栄養塩類が多くとけていて対流1はって栄養塩

類が海の表繭近くに運ばれる､海の表面近くは目先の

透入量が多く種物の酸素同化作用が行恋われるところ

である｡植物プランクトンが栄養塩類を吸収し狂がら

酸素同化作用を行なうので盛んに増殖が行恋われる由!

その増殖は少しばかりの増殖ではなく爆発的といえ

るくらいに著しい増確である､植物プランクトンが

増加すればこれを捕えて食う動物プランクトンが植

物プランクトンの増殖から少しおくれてこれもまたも

のすごい盤で繁殖する｡動物プランクトンが増加すれ

ばこれを餌にする他の動物プランクトンが増し薮た

イワシなどの小魚が集まってくる｡小魚を求めてサン

マやイカなどカミ集まりあるいは海に棲む鳥類も群を作

る｡さらに小形や中形の魚が集まるところにはも

っと大きい舜類が集ってくる.親潮が南下して冷水塊

を作ることがある.黒潮から北に向って枝を出し淀水

塊が黒潮からちぎれて暖水塊を作り暖水塊と暖水塊

との間に南下してきた親潮が作る冷水麹はビンナガマ

グ浜の母漁場である･シャチはマグロのような大きい

魚でも頭だけ残してまるのみにしてしまう,

以上述べてきたように植物プランクトンが動物プラ

ンクトンの餌になり動物プランクトンが小魚やその他

の動物プランクトンに食べられさらには中形の魚大

形の魚からシャチやサメ底とに至る一連の関係を食

物遠鎮というがプランクトンが激増したり魚類そ

の他が集まってきたりする関係から親潮は水産物の産

みの親でそだての親である.親潮の親という意義は

これで明らかになったと思う｡以上説明したように

氷がとけて植物プランクトンが増加し動物プランク

トンが繁確するので他の季節よりも春ぽプランクトン

が多いので親潮には季節変化がみられるわけである.

この点は工隼間に水温もプランクトンの星もたいし

て変ら恋い黒潮に比べて落しい相異である.

ここ漢でに述べてきた黒潮と親潮との他対馬暖流

にもふれておく.対馬暖流は九州の南部で黒潮から

枝分かれするか山陰地方ぽ至るまで種々の枝を出す.

また本州の北側を通って津軽海峡の西側では津軽

海峡を通過する枝と北海道西岸に向う枝とに分かれ

宗谷海峡でも津軽海峡と同様に分かれ北海道の北側

を流れる枝と北上して間宮海峡に向う枝とに分かれる.

樺太では大泊が冬に凍結するか真岡は不凍港として知

られることカミ対馬暖流の影響であることはよく知ら

れている.対馬暖流は上に述べたように何本も枝

を出すが黒潮から枝分かれすると蜜の強さも必ずし

も一定とは限らない甜また津軽海峡をとおる枝の強弱

は東風と西風麦の相異によ繊ても凄危高気圧密た

は低気圧が津軽海峡の西側にあるか東側はあるかの

気圧配置の差異による.海面が受ける気圧の勾配によ

っても津軽海峡を通過する対馬暖流の枝の強さに変化

を生ずることがある｡このようぽ対馬暖流は消長す

る原因が幾つもあって環境が動的であることを示すよ

い例である｡もちろん黒潮の強さも常は一定という

わけではなく特別に強い年もあれば比較的弱い年も

あり黒潮自身の消長もみの赫せない｡裏た黒潮は

蛇行をするので通過する位置と強さの変化をみても当

然環境が動的ではあるが対馬暖流ほど多くの原鰯に

よるわけではない1環境が動的であったことを検討し

ながら地質時代の環境の解明を行なうことは海進と

海退の他従来の古生態学に不足していた点でこの必

要性を主張する由

簿蔑磯駕篭薦(綴子廃の預)葉山潜肉は静穏で外洋では白波が立つ�
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太平洋には上層から下層まで水魏が層を校し上

から表層水中層水深層水底層水極水という､

黒潮も対馬暖流も表層水に属し親潮は平島沖か

ら北海道紳にかけては表層水ではあるが黒潮の水塊の

下に潜入して親潮潜流になる.この事実は｡脇榊5

6沽肋燃KROY駅という甲殻類に属する親潮水系の

動物プランクトンの生態がよく示している｡この種は

北海道の南では表層水にいるが三陸神鹿島灘と漸､

次深さを増して採薬巻れ黒潮の下側に潜入した親潮

潜流には見られるカミ黒潮の水塊からは発見され匁い.

しかも伊豆諸島から小笠原諸島硫黄島窪らにその南

に続く富士火山脈によって高まる陵線を超交て本州

の南の中層水からも採集される,しかし中層氷から

発屍されるときには成熟し扱い状態でしか発見されな

い宣っ凌り親潮が表層水であると書はは繁殖か行

なわれるが中層水となって深い所に流れに乗鶯て運ば

れれば繁殖1できない状態までしか成育し扱い苗この

ようにプランクトンが水塊の研究に役立つから有孔虫

その他の化石に残るプランクトンの研究を通して地質

時代の水塊の研究に利踊される時代が遠くないことを信

じている曲

100mを超えたいことである｡第一の条件で除外され

る例は相模湾内の逗子も鎌倉も湾口が広いC字形の湾

に面しているがこれらには湾外の海水が常に侵入して

きて内湾水が発達するに至ら狂い.第一の条件には

合うが第二の条件に外れる例は少なくない.駿河湾

富山湾陸奥湾鹿児島湾がその例で本著では海湾と

呼ぶ.ところが若狭湾土佐湾のように上の両条件

に合わなけれぱもはや湾の性質を失恋い特別の用語

を必要としたい.

次に内湾の大きさにっいて述べる､水面の面積が

400平方キ綴メｰトルつまり5万分の五の地形図1枚

位の大きさに達するときには大形の内湾と称しそれ

以下の内湾を小形の内湾とよぶ東京湾や三河湾は大

形の内湾の例で小形の内湾に比べて海湾に近い性質が

認められる.たとえば水塊の移動する距離水塊の

大きさ波の強さねど小形の内湾と異なることが少な

くない､しかし底棲灘簾か共通する点では大形と

小形とを合わせて内湾という用語が便利である｡

海湾には海流妻淀は外洋水が侵入する｡たと吏ば

駿河湾には黒潮の小枝が湾の東側から入って反時計鰯り

に流れ馬宇しかしこれが出す枝淋原顕であ葛のがこ

の流れよりも奥に透明度が高い水塊を屍ることがある｡

沼津では西流したり東流したり流れの方向秘一定し狂

い｡しかし夏には潮員と称する水塊の境界が

大瀬崎の西方に観察される岳もちろん潮賢がこれ以

外の所に兇られ狂いわけでは狂いがこれを除く潮目は

時間と共に変化してゆくもので大瀬崎の西方の潮目の

ように少なく麦も夏ならばほとんどいつでも屍られ

るものではたい｡大瀬崎の酒方の潮目は多分黒潮

の小枝とその伊豆串島側にある沿岸流(補流)との間に

生ずる潮目であろう､これらの他沼津では狩野川

の川酬こも潮胃がみられる､

海湾の水塊は外洋から侵入する水塊と混合してし

ばしば一定性がたいような状態であって水塊が沿岸水

としての特徴を示す内湾に比べて相異する､叙である､

外洋に面する海岸近くの沿捧水も海湾と同様に発達

すること秘少なく他の水築と混合漢たは交代する.

細長い内湾の奥では湾外の水が侵入したり交代するこ

A董C工&

第3図内湾の定義ABくCD�
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とカミ少なくよく発達する沿岸水で海湾や外洋の沿岸

水と著しく相異する･このように海湾の沿岸水外

洋の沿岸水は内湾の沿岸水と相異するので区別する

ことカ必要ならば海湾型沿津水外洋型沿岸水と名ず

ける｡豊後水道紀伊水道の沿岸水もこれらに類する

型である品

瀬戸内海には関門海峡豊予海峡鳴門海峡友ケ島

本道のような海峡から外洋水カミ侵入するが大きい沿岸

水塊が発達する｡この型は他の型と相異するので瀬戸

内海型沿岸永といって区別する.ついでに述べておく

が海洋学でいう内海とは員本海のように海峡で

囲まれた海であるが日本海には表層の他に大きい園有

水塊カミあるので沿岸水から除外する.また東支那

海オホｰツク海のような海は辺海といって日

本海のよ引ζ複雑な水塊である.しかし黄海は大きい

海湾であって叢河が供給する泥水が混入して生物相

は滋蜜り盤富でなく沿岸水の鵠徴を示している畦

沿簿球の環鐘と殊浄水の環境

環境沿岸水と外洋永とは多くの環境条件が相異

するか熱帯温帯寒帯の差1はる環境の相異もみら

れ叡申す蛮でもなく本邦の夏の海は熱帯の条件に

似ておリまた本邦の冬は寒帯の環境に近い｡本著

では熱帯と寒帯とにはあまり深入りぜず土として本

邦近海を中心として扱う.環境の条件については温

塵の変化性塩分の濃度(繊度)酸素量プランクト

ン海底地形海進海退潮汐に分けて述べる.

温度温度が生物におよぼす影響か大きいことは申

すまでもない.たとえば高温では蛋白質が固まり低

温では凍死して適温カミ両者の中間にあるわけでしか

も個冷の種によって適温か相異するこあも説明の必要

は恋かろう｡温度の高低の差(較差)が大きい種を広

温性の種といい逆にその差が小さいζ差を必要とする

種を狭温性の種とよぶ.熱帯終産レて温帯に蛮で分布

しない原因が水温による種は申すまでもなく狭温性の

種であるが寒帯にも同様の例がある.内湾水が発達

する所とくに沿岸水に湾口を殉ける内湾では夏の賢

光の照射によって水温が気温と同様ぽ上昇し冬の朝ば

は気温の低下に伴って水温も下り水温の変化は一目中

でも夏と冬とでも相異しまた天候その他も水温を

変化させる原因はなることカミある｡&れが黒潮では

夏と冬&では相異はあっても沿津水のように著しい相

異はみられない｡外洋型沿岸水にしても海湾型沿岸

水にしても内湾は星では扱いが黒潮に比べれば較差は

大きい.親潮その他の海流も黒潮のように較差は小

川^海

河川水一命

療}海水

鎌遂鰯刈1コ級おける河川水と海水

ない｡

以上述べたよう紀沿津水が発達する所では温度の

年変化が大きいから熱帯性の種類は水温の温度差が増

すとともぽ減少する｡熱帯性の種類の申で外洋水要

素の北限が沿津水要素の北限に比べて北まで行っている

事実はこの原剛はることが多い.

鑑鉛⑳濃慶沿岸水の塩分の濃度は変化すること

があるが外洋水でほあまり変化しない皿濃度の変化

は淫人減川の影響カミ大きくとくに潮が引いている時

に著しい由上げている時は水薗沸上昇してゆくので

川の水面より高くなって逆流したり大慧い川の水の下

側をはうようぽして進入したりするζとがある昔

淫大河川の他注入地下水の影響もあ"る淋河川ほ

ぎ淡水を供給しないことが普通である.降雨や降雪に

よっても少しは濃度が稀薄になるが小さい沿津水の水

塊でもあまり変化しないことか計算してみれば解る抽

蒸発によって濃度が濃くなることも事実でタイドプ

ｰルが平上って塩の白い結晶を作ることもある､しか

し沿岸水の水塊は蒸発では濃度か変るといえる憾と変

化しないことも事実である｡

塩分の濃度か生物体におよぼす影響は大慧い岨注入

河川の影響ある所では砂質有孔虫を除く有孔虫カ増しく

少ないことは動物学者ならば惨透圧の影響であるζ

とがすぐ解る･惨透圧とはこの場合有孔虫がふや

けて死滅することである.もっと根本的なことから解

説しよう｡第5図に示したよう紀ある器に水を入れ

ておきその水面と同じ高さに硫酸銅の濃い溶液を入れ

た管を挿入しておくが硫酸銅を入れた管の端は半透膜

で水と境を接しておく｡半透膜とは漉紙のように水は

通過で書るが硫酸銅が通過できない膜である｡硫酸

銅は大気の圧力に逆らって水を吸いこんで水面を上昇

させる｡硫酸銅於薄い溶液になろうとして水を吸い込

むカが惨透圧である由しかし硫酸銅と同じ惨透圧をも

つ他の水溶液かご1の場合の水の代りに用いたならば

水面は上昇しない血

生物⑳綱飽の中には生跨原形質というニコロイドが

充溝している岳コ浜イドははコ頓イド惨透圧といって

水を吸う性質がある.上に述べた硫酸銅の代りにロロ�
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五々牢

③¢⑧

蟻訟

外婚…一仏訳咄%

･ポ⑱⑧⑱か

､準遼麟の艦遺職念闘

小警い次は幽入濠穣で､大

きい毛流璽隻釜鰍凄三筆遇で警ない

･叫叫'

㌧一■

㌧一■

イドを用いたあ考免ればよい｡ごく手近狂例を示そう.

弁当矧にちこちにこびりついた米は水を入れておい

て少し時間が怒てば水を吸ってふやけて鴛減イ拝状に

なる昔弁当箱の来の残りは串透膜に包まれてないの

で少しふやけるだけである凸

これと同様のことがタニシの卵にも見られる､タ黒

シ1ζは雌雄の別があり雌の生殖器の開口の近く(膣)

は育児嚢を兼ねて卵を幾つももっている､卵は半透

脚はって包護れ稚貝になるまで発育する方もしも

タニシの卵を淡水の申に取り出した狂らば卵の多くは

水を吸ってパンクし稚貝の大部分も死んでし裏う添

かなり大きくなった稚貝の五～3個位(種類お個体とに

より数が異なる)がはい出して母体外でも生活茄できる.

次にタニシの卵についての実験を紹介しよう帯タ

ニシの卵を食塩水に入れればたとえ食塩の飽和溶液に

入れても卵は水を吸ってバンクする､しかレタ員

シの卵は夢ζシの膣の液の中に入れでおけばいつま

でも大慧さ1は変ら恋い.ところ秘鶏卵のシロミの中

にタ鴛シの卵を入れればタニシの卵は逆は少レ小さく

なる.卵のシロミもコロイドでタ忌シの卵から水分

を奪うからである至

上に述べて書だようは水分を吸い入れたり水分を

取られ淀りする現象は惨透圧の圧力の劃はるも⑳で

ある目たとえば最初に述べ恕硫酸鋼の水面秘上昇す

る例では硫酸銅が水を吸う圧力(惨透圧)淡気圧より

高いζとを示す.同様に｡タ黒シの卵の申のコ減イド

が食塩水の申でふくれることは卵が水を吸い入れ篇圧

力(鴛ロイド疹透圧)を食塩水がもっお水を溶かそう

とする力に比べてもっと強いことを意味する阜ζζに

見られる圧力の差が相異す悉状態を商調低調をいう.

タニシの卵の中のヨロイKか食塩水より高調逆紀食塩

水がタニシの卵より低調であるという､嗣様ぽ鶏卵

タニシの獅嚢俄灘ω低鰯{遼塩水)ハニ■クする

･等調･縞鰯剛密賦等鰍夢エン釣纏の滋)不蜜

液にμLた繕梁C脂鰍沸的勘ミ)41書く桃

左側

第5図

惨透圧の実験

右側

タニシの卵を低調曲鶴調

岨高調の溶繍巴入れ淀結

果

のシロミはタニシの卵の中のコロイドより高調でζの

場合タニシの卵の側が低調になる｡㌧かしタ鴛シの

膣の液のように艦透圧が平衡しているとき終は等調で

あるという.惨透圧カミ生物体におよぼす影響の重要性

は上にも述べた有孔虫の例でも解るが他に幾つもの例

がある.

生物はおよぽす塗透圧の影響は発生初期にとく紀著

しい苗危をえぱ海産動物には放卵放精をして体殊

受精する種類カ砂なくない岳しかし淡水産動物で赦

卵放精という形で体外受精する種類はあ漢り多く扱い.

サケにしても淡水虹卵を産むカエルにしても放卵放

精をする例ではあるカミ夢瓢シもカラスガイも俸内で

受精をしてある程度まで発育してから体外に出す苗

しかも注目される事実として淡水産のシジミは体

内では幼生を発育書せるが汽水産のシジミではそのよ

う狂ことはない｡またウナギやイトメは汽水性であ

りながら海に行って産卵する.とく1忍イトメの場合

図に示し恕ように受精率(白丸)は海水申では五〇〇形

であるが海水より稀薄でも濃厚でも受精率が小さい､

海水の塩分の濃度は一般に千分率(パｰミル房)を用い

これがグラフの下欄の横軸に示してある由そして特

に32､蛎の所が特別に示してあるがζれが正常海水の

濃度を示している｡蜜恕受精した卵カ糊胞分裂を重

ね単細胞から二細胞ぽ放り鰯細胞に怒り八細胞

になるといっ恕ぐあいに次冷あ分裂した後で多輪幼生に

凄で生育した率をグラフの黒丸1&示した｡これも受精

率&大体の傾向カ喜一致する｡多輸幼生でも蛮だ成体が

いる汽水よりは海水のほうが生存率が高い告つ護り

かなり大きくならなければイトメは汽水よりは海水は

適していることである､このように塩分の濃度は惨

透圧という形で生物の発生は為よぼす影響力状きいζ

とぽとくぽ注意を要する､�
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撃導SEAW灯ARは著しく酸素が少たい側カミみられる｡たとえば伊豆

0425峨㈹重アO大島の波浮港も鹿児島湾の山川港もカルデラに海水

㈲

100鮒1蜘伽至舳｡Xが侵入した内湾で潮汐によって出入する海水は夏に

嚢…､O量､､ヅr…ミOC目^L

L^R舳は表面紀限定されてその下側に固有水塊と在る夏期無

生物麗を作る苗また与謝内海(天ノ橋立の内側の内

湾)にも中ノ海にも夏期無生物圏を作る所を生ずる.

これらの夏期無生物圏は冬にたれば対流を生ずる結果

潔

8上下の氷塊は混合してし蜜りて固有水塊は解消する,

亀畦ル餓

竃この状態かもり&も進ん芯例秘福井県の員肉湖で上

層の外界&交代したり外界に流出したりする水鏡と

下層の圏背水増との上下の二層の水塊ぽ分かれる.

○下層の水塊は硫化水素臭のする還元性の底質を持った水

C255⑪

s汕睡m酪塊であって冬でも上層の対流の影響を受け狂い｡以

上述べてきたように溶存酸素量は水塊が発達して停

篤6関パ索の受精確および正常幼生発生璃と塩倫との関係(山本)

滞する所には夏と冬との相異が著しく≡水塊が常に移動

潜葎醸繁鑑海水に溶けている酸素量も生物体にする所ばは夏と冬との相異は水塊中の溶存酸素量相異

およばず欝響が大きい.酸素量の変化について注目すに基づく程度である.

べき点は(五腹あ冬の相異と(2)海水の移動に関する件

とであ叡夏と冬との相異は主として渦動と対流とプ茅ンクトン黒潮は親潮に比べてプランクトン

の相異によるものであ叡夏は渦動を生ずるカ茎上下の量カミ著しく相異するこ&はすでに上に述べた.また

の方胸の混合があまり著しくたい｡これに比べて冬沿岸水との相異に少しはふれたがこれについてはもっ

には親潮を解説したときに述べたように対流を生じてと詳しく述べる.沿岸水カミ発達する内湾では内湾水

上下の混合が行なわれる.`とくに本邦は冬の偏西風に溶けている栄養塩類があ窒り流出したいからプラン

添卓越する所であって風による彊幹も上下の混合を助タトンが増殖する昔沿岸水がよく発達するか外洋水

ける占夏紀繭風があっても冬の偏西風より弱いことによる沿岸水の流出と希釈との結果沿岸水の発達が裟

が普通で風の営力はよる影響は冬に著しいことが理解く狂いかの相異はプランクトンの盤を左寄するこ&か

される.ある丑駿河湾の海況については上にも少し述べ恕盗う

次に水塊の移動紀関する件を解説する,千葉県の南に沼津での流れが西流したり東流したりして一定性を

端より少し沖を黒潮の枝カ樋遇する.通過する海底は欠くばかりかプランクトン量をある程度示す透明度も

いうまでもなく侵蝕面を作る｡この侵蝕面では流}足し狂い昌夏にソウダガツオを釣りに舟か出ること

れが運んでくる溶存酸素カミ次から次へと供給される.が多い,水面下黛皿余りに垂らして魚を待っ釣り針は

次紀浦賀水道の最も狭い所にある水面下の岩礁についシラスぽ屍克る白い偽の餌がついている､その偽の餌

て述べる出潮汐紀よって方角は遊にはなるが満ちのついた針が舟の上から見える属もあれば海秘濁樽て

てじ漢顯淀蒔聞と引いてし襲った時をごく短時間芯針が屍え溶い質もある､海が濁りた時紘は名も釣れ

け流れ茄止り微の原顕終及りても流

棚准肱､嚇蜘鰯浸鰍レ､限照丹

バ乎夢)葵輪鋤圭正三(受納子嚢婁⑪1ヨ)

り沸棚漣んで薫蕎溶存酸素の供給は遂､灸｡ヨj脇鮎柵洲舳…鱗愁環鰍

並らない｡浦賀水道は巣紀例些して揚×忽玉鵬㍑葦眺則{㈱藁

幾

は花澄けで他の婆んな湾でも批嚇駆亘亘P醐燃i1阿篤鵬概1弱1脈

ζの揚含奥添広いので例墨じで説朗じ淀由

これ蔭は氷鑓湯槽動する例芯齢り杉が細終葦証亘(量;伽舳:峨婁鍔鵬㈱鵬飾

貸擦ぷ簑篶雛擦“蝋

離は対流漉稿冬鰍蝋海底ムｰ概

に供給する酸素最添少柾いから内湾で

第7図

(山本原図)�
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策8図カルデラに海が侵入した山川繕の模式餅鰯鰯

ぬ種々のプランクトンか波間に姿をみ世て造化の妙を

して人を驚かせる｡沿岸水がよく発漣する内湾特に

大形の内湾ではプランクトンカミ多いのでハ呼グジ

ァサリカキなどの漁場であって潮干狩が行なわれ

る･沿岸水がよく発達すれば海水は灰色に近い水色

になり黒潮に比べて済潔で狂いようぽ感ずるが黒潮

と違って不純物が多いζとが養殖場に適する条件をう

らはらの関係虹あることほ皮肉な事実である目

以上述べてきたように沿岸水カミ発達する所てば注

入河川が違ん怒り鳳はよって直接海水中に取り入れら

れる栄養盤類を植物プランクトンカ洞化して繁殖し

これが水産資源の増稚の原動力になる.これに反して

黒潮はいつも清潔といいたいようは澄んだ水を運び

プランクトンは乏しい､親潮のプランクトン紀ついて

は上に述べてあるから省く珀

海底地形沿岸水は海底地形からも発達のよし

あしの相異がみられる｡東京湾の奥は遠浅の海岸で

図紀示し危ように亙㎞も2㎞も湖カミ引く所がある由

これを相模湾駿河湾と比べればこれら両海湾は海岸

の傾斜が急であることはいうまでもない｡駿河湾の大

瀬崎ばは礫の洲がありそこの海岸は念深で潮汐の差に

よ葛水平距離はごく短かい.これらの3例から沿岸水

がどう発達するかを述べれば東京湾では発達した沿岸

永カミ移動するが相模湾駿河湾では沿岸水が常に外洋

水の影響を受けることは海底地形からもうなづける私

もしも相模湾駿河湾の水深がδ0mしかなくなれば

黒潮の小枝カミ侵入できなくなって黒潮の影響を受けた

沿捧水が侵入してくるぐらいである.そしてプランク

トンの説明にも述べたように駿河湾の奥(沼津)では

透明度カミ著しく変化するが透明度カミ高くだる時には

黒潮の小枝またはその小枝に強く影響された沿岸水

の存在を示すと思われる.相模湾駿河湾はこれら

の他に漂砂の移動による海底の微地形の変化も見られ

る.たとえば駿河湾の沼津の桃郷では夏に水泳演

習を目的として海岸から海中に何体かの杭を並べ首漢

でっかる所つまり俗にせいの立っ所に棒を横に並べる.

水泳演習の,2週間を回顧してみればある朝は遠濠であ

ったかある午後は念深であったなど波打ちぎわから

せいの立つ所までの距離カミ著しく変化したことである.

また午前と午後でも相異しその願離が3倍位相異し

たことが珍しくなかったことも思い出す古よせては返

しまたよせる波が崩れる時にバケツで汲み取れば

海水に砂が混合している.この砂が漂砂としてだ吏ず

移動して海底の微地形を変更させている｡漣痕もだ定

ず移動する｡このように漂砂の移動が著しい海湾と

底質を移動するように見え泣い内湾とでは著しく相異

する｡

海遠海退環境を動的に見るみかたは地質学

ではあ裏ゆ取り入れられていなかったが海進海退だけ

はその例外といえよう｡しかし動的環鏡を古生態学

的に検討することはあまり行枚われたかった.これに

ついては次回で詳しく述べる｡

潮汐と袷岸水の発達潮汐か太陽と月と地球と

の引力虹よって生ずることほよく細るれている.す

なわち太陽と月&の間は地球が位置してこの三智が一

写真④償斜淋峨義い船橋幻糠簿

写真⑥艦予鳥の策海蜂例外的害こ慈鰻斜の海津�
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直線上に並べば大潮といって潮がよく引く也太陽と

地球との線と直角の位置に月がくれば小潮といって潮

があまり引かない｡大潮の干潮を低潮をいうが低潮

には低低潮と高低潮とがある.太陽地球月と一直

線上に並ぶか太陽月地球と並ぶかによって異なる､

潮汐現象は引いたり滞ちたりする他にも大きい問題があ

る｡伊豆大島その他本邦の太平洋側の外洋をハワイ

の外洋と比較すれ肢ハワイではあ凄り潮か引かないの

に本邦ではよく引くことは気付く｡潮汐が地球と月

の軌道の関係ではあっても太平洋などの縁辺部では潮

が引くが太平洋などの中央ではそれほε引かない.

裏た貝本海の沿捧を太平洋側と比べれば員本海はほ

とんど引かない｡この原因は資本海か海峡で他の海

に捺する結果太平洋を単位とし地引力の結果と資本

海を単位とし花結果との相異が潮汐現象への影響を考

えれば容易にうなづける｡もちろん太平洋側の潮汐

の巖響が員本海にも少しはおよぶ添それにしても満ち

干の差が多くなるはずはない吉

潮汐現象で注属すべ書は鳴門である主潮の満ち干

は約6時間おきに交代する｡夜とえばO時と12時と

脳時とぽ溝潮ならば6時と18時に干潮にたるわけであ

る｡しかしこれは月あ地球との軌道の位置で少し異

放るから毎日干潮時と満潮時の時間が変わる､話を

鳴門に戻すが淡路島の外側カミ干潮になった時島の東

側から大阪湾を経て鳴門の瀬戸内海まで干潮によって潮

が引く影響添およぶには5時間半くらいかかる｡そし

てあと30分か五時間くらいで鳴門の外側の潮が満ちて

し漢う｡逆は淡路島の外側カ嫡潮ぽなれば大阪湾

廻りで沸潮か鳴門海峡ぽ及ぶと書には海峡の外側は閻

もなく引いてし蜜夢苗つ塞り海峡の外側あ内側とで千

満の欄異カ奮みられ水面の高さに差がつけば娑然水の

流れか急ぽなる由このような所では海底も侵触爾を作

る由以上述べだ潮汐現象と沿岸水の発達をの関係は

買本海側やハワイのよう紀潮差が少匁い所での内湾水は

発達し帝すく潮差赫大慈い所での内湾水は流失する量

が多いから流出した芯け他の水塊カ童入ってくる点で相

異する吉海湾の沿津水ならばとくぽ停滞するとい争わ

げではない白(撃者は地質部)

1新刊紹介1

｢賞添列島は壁:蜜ているJ

本書は饅際地球内部開発計画(UMP一さまざ衰な地殻の

運動のカのもとがその下の上部マントノ叱あるのではない

か一)の背景詮擬遺するため読売新聞ぽ遵載された特集記

蓼をもとにし慈らにそれと前後して超書た新潟地震松代

灘発地蟹な別ζついての薪い嚇銘成巣を加克てほとんど

全面的に書換えられて出版されたものである｡

第て葦濁いてい墨資木列駄では松代地震σ)観測

緒巣あるいは海水灘の蛮動清断層曲地盤の隆起など最近

跨での地殻変醐ご切㌔ての地球物理学飾曲地蟹学駒デｰ夢を

詳細にあげて現在の目本列島がどのような規模でどのよ

うに動いているか述べられている.

第2章ミ目本列島の生いたちミでは圭として過去の地

質時代に行なわれたさ寡ざまな飽殻の大変動について地質

学自勺デｰタをあげて貝奉列島はいつ生れた¢)か現裡凄

でぽどんな大きな造山遵動か行なわれたかにつシ･て述ぺてい

る苗

第3章では以上によって明かになった簿本列島の生い

たちと動きの原動力は何かマントル対流と造山運動目本

列島とマントル対流について述べている.

さらに地熱発竃潟よび地蟹予知紀ついても書かれている,

本書は前述の通り地球科学の専門家の協力のもとに薪闘記

者の手でまとめら紋たもので齢リその内容ば正確でおか

りやすく晋ひ一読をおすすめしたい｡

蟹漆列蟻は塗きている
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地下の科学シリｰズエ5

水芽戸の請理学榑士村下敏実

漆欝は｢地質二貝一刈ぽ踊都姐年の初めから掲載さ牝

ている｢水井戸の謡Jを嘆とめたもので鑓章から匁りて

いる｡水弗戸は冒常の生清ぼ身近かなものであ簑繍沌

水に不自歯しない閥はとかく恵扱がも紀なるもので駈る｡

凄た貞然科学への関心が高窯柳ている今日でも地下虹は大

妻な貯水池添ありて井戸を掘るあそこから地下水秘無隈紀

繊でく篇詮単禽､歳蜜杓鳶蔓髪愁澄る､地卒氷鰯鐙締氷弗

湧⑳掘蜜笑魏鶴懇働い仰喝技術煮は教患蔭れ蟹顯花慧曇

瀞貧芯馨をす濠そ登とす義｡

添翻澄地下氷締水勢湧の輿の婆登歩しでも塾くの人海紀

鍵解篶でも蔭う滋め紀乎屠な文溝で簿門分欝帯属の震塗

蒐ないで恵れ妻られようとむてい蕎勢湧掘簑⑳魔輿悠もふ

杓抑渇｡篇の慧島柳泌ので勧繍嶋箪内や魏場⑳管

休み狗蹴蔓読める鋳欝怒あ義､

新欝版灘水勢芦の誘
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